
 

内　　　　　　　　　　　　　容 講　　師 所　　　属 期間・時限等 募集人員

1 江戸の漢文

　本講座は、江戸時代の日本人が書いた漢文の名作
を鑑賞することを目的とする。テキストは、明治初年に
石川鴻齋（英）が尋常中等学校用教科書として編輯し
た『日本文章軌範』七巻を用いる。同書には、当時在
日した中国（清国）人の批評も加えられていて、日本
人の漢文能力に対する中国人の評価を知ることがで
きる。

佐藤　　保
ＣＯＥ顧問
本学　前理事長

月曜日
６時限
前期・後期

締切りま
した。

2 江戸の漢詩

　江戸時代は、日本における漢詩の“空前絶後”の繁
栄期である。２６０年の江戸時代を、四期に分け、そ
れぞれの時期の代表的な作品を解説し・鑑賞しなが
ら、その発展の様相を見、併せて日本漢詩の独自性
が那辺に在るかを考え、今年は中期へと進む。

石川  忠久
ＣＯＥ顧問
本学　前学長

木曜日
６時限
＊注４

締切りま
した。

3 漢籍書誌学
　漢籍の目録作成と解題執筆を通じて、漢籍書誌学
の基本を学習する。実物を手に取り、版面の比較、調
査カードの記入など、実践的な演習を行う。

高山  節也
 
本学　教授
(拠点リ－ダー)

水曜日
６時限
前期・後期

締切りま
した。

4 古文書解読講座

　江戸～明治期の儒者・医者など、漢字漢文に素養
のある人々の、書簡・日記・書幅などの肉筆資料を中
心に読解していく。一般に漢籍と違って、国書では書
写資料の占める割合が非常に高く、ことに江戸～明
治期の漢詩漢文は、同好者間に小部数流通した場合
が多く、この分野を扱う以上、書写資料の読解は避け
て通れない。多くの資料に触れて、当時の書体・用
字・用語に習熟して欲しい。

町  泉寿郎 本学　専任講師
火曜日
３時限
前期・後期

締切りま
した。

5 『教訓抄』の研究

　興福寺楽人狛近真の『教訓抄』は、十三世紀の成
立と考えられる我が国最古の総合的楽書で、東アジ
アからもたらされた雅楽の準漢文資料として貴重であ
る。本書を通じて中国文献の享受、音楽伝承の比較
研究等を試みる。

磯　　水絵 本学　教授
火曜日
４時限
前期・後期

締切りま
した。

6 古訓読解演習

現行の漢文訓読法は返り点や送り仮名の標準化に
大きな寄与をしたが、それだけでは実際の刊本や写
本に付された訓を読みこなすことができない。そこで、
寛文年間刊「六臣注文選」を教材にし、古訓読解の演
習を行いつつ、中国語学と国語学との両面から考察
を進める。（受講生は演習担当が義務）

佐藤　　進 本学　教授
火曜日
４時限
前期・後期

締切りま
した。

⑦ 訓読資料論

　漢文を自言語で理解する上で、種々の工夫がなさ
れた。漢字文化圏共通の工夫もあり、各地域・言語特
有の工夫もある。敦煌文献、口訣資料、日本訓点資
料等を用いて、国際的視野より訓点資料を解明する。

石塚  晴通
本学 非常勤講師
 COE客員研究員

① 7/23～  7/26
②12/17～12/20
2・3・4 時限

締切りま
した。

⑧ 中日漢詩文の交流

   中国文学の日本に与えた影響については熟知され
ているが、その逆のことについては、必ずしも十分に
知られているとは言い難い。本講義では、明・清時代
の中国文献に現れた日本漢文学を扱うものとする。
前期は、明代（１３６８～１６４４）の文献に現れた日本
人の漢詩をめぐって、その書誌を確認し、漢詩の意味
を味読する。明・清時代における日本漢詩の流布事
情、中国人の日本観を理解し、基礎資料の読解能力
の向上、専門知識の拡大をめざす。　後期は前期に
続き、主に清代（１６４４－１９１１）の文献に現れた日
本人の漢詩を講読する。

王　　宝平　

浙江工商大学
教授
COE海外拠点ﾘｰ
ﾀﾞｰ

① 9/16～ 9/20
②12/15～12/19
2・3・4 時限

締切りま
した。
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9
曲直瀬道三の医学
と中国医書

曲直瀬道三（１５０７－１５９４）は、日本に金元医学
を導入した人物として著名である。彼の生きた時代は
織田信長や豊臣秀吉の時代と重なり、日本が全国統
一へ向けての機運が高まった時代である。道三は医
学の面での天下統一を目指した。この軌跡を、道三
の師匠、田代三喜、および、道三の二代目、玄朔の
医学も含めて論考したい。

遠藤 次郎
東京理科大学
教授

土曜日
２時限
①6/ 7
②6/14
③6/21

締切りま
した。

10
漢籍に於ける宋版
の位置　―中国そし
て日本―

   漢籍はわが国の日本漢学歴史を知る上でじ
つは最も重要な文献なのであるが、その価値は
一般には宝物の範疇に止まっている。中国で
は、日本人が思う以上に宋版の価値が一般に
も知られている。宋版は書物の王様であり、人
間の歴史を右にも左にも動かしてきた。日本の
漢学も宋版によって幾つかの転換を重ねてきた
のである。宋版のすばらしさと怖さと威厳を学ぶ
ことが、本当の意味での書誌学の到達点である
と言っても過言ではない。少しでもその実体の
理解につとめることが、また、書物の深みに入っ
ていくことであることを、お話したい。

高橋 　智
慶応義塾大学
斯道文庫
准教授

土曜日
３時限
①6/ 7
②6/14
③6/21

締切りま
した。

11
和刻本漢籍の調査
に関して

和刻本漢籍のみならず、古書の調査整理をする時
に、調査すべき書物そのものに、現代書のように書誌
的な画一性が無いために、しばしばどのように書誌を
取れば良いか困惑することがある。講義では実務的
な側面から、書名や刊記の確定、無刊記本の推定等
に関して、調査の時、注意して貰いたい或いはヒント
にして欲しい点を述べる予定である。

高橋 良政
日本大学
教授

土曜日
２時限
①6/ 28
②7/ 5
③7/12

締切りま
した。

12 中国仏教文献概説

紀元２世紀以降、インド西域から大量の仏典が伝え
られ漢訳され、また中国人も經典に基づき多くの論書
が撰述され、後に様々な大蔵経として集成されてい
く。本講義ではそれらの漢籍を分かりやすく解説して
いく。

丘山　　新
東京大学
教授

土曜日
３時限
①6/ 28
②7/ 5
③7/12

締切りま
した。

13 広瀬淡窓と咸宜園

広瀬淡窓の創設した咸宜園は、多い時には在塾生
が百名を超えていた大規模な私塾であった。近世後
期の学校であるから、近世前期からの学問や教育が
集約され、また、明治以後への影響も少なくない。
従って、この私塾を考察することは、近世から近代へ
の結節点を見つめることになるといっても過言ではな
いだろう。具体的な資料を配布して読解しながら、咸
宜園について考察を加えてみたいと思う。

三澤　勝己
国学院大学
講師

土曜日
２時限
①12/ 6
②12/13
③12/20

締切りま
した。

14
古典籍に見られる装
訂とその取扱い法

古典籍は様々な装訂により綴じられているため、取
扱い法を考えるにその構造を無視することは出来な
い。そこで各装訂の構造を実物から説き、一部は雛
形を作製するなどし、その長所短所を明らかにしたう
えで、いかなる取扱い法が良いかを考えていく。

中村　一紀 宮内庁書陵部

土曜日
３時限
①12/  6
②12/ 13
③12/20

締切りま
した。

注） １．開講時間  ＝

２．単位講座  ＝

３．前期・後期 ＝

５．開講日等 ＝　　    開講予定日・教室は、講師及び学内行事で変更することがあります。.

また、夏季休業は  8/6～9/2１、年末年始休業は 12/23～1/7　です。

　後期 ： 9/11、9/18、 9/25、 10/9、10/23、10/30、11/13、11/27、12/4、12/11

４．№２「江戸の漢詩」の開講予定日 ＝

  前期 ： 4/17、 4/24、 5/8、 5/15、 5/22、6/5、 6/12、.6/26、 7/ 10、 7/24

 ２時限 ： 10:40～12:10　　　３時限 ： 13:00～14:30 　　４時限 ： 14:40～16:10　　 ６時限 ： 18:00～19:30　

 №７ 、№８ の講座は、本学院生が受講した場合は、修了の単位となります。

文献資
料書誌
技能者
養成講
座

前期：　4/14～7/15の１５回　　　後期：　9/22～12/22 ・1/8～1/19の１５回


